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研究実施機関に関する確認事項

研究機関の長
（研究機関/研究組織名）　　　　　　　　　　　
　                                        （職名）　　　　　　　　　　　　  　　　　
（氏名）　　　　　　　　　　　  　　　　　印
 （自署又は押印）

	研究課題名：

	当研究機関/研究組織の研究責任者
（研究機関/研究組織名）
（職名）
（氏名）



当該研究を実施するにあたり，下記の当研究機関で遵守が必要な事項を確認しました。

	□1）監督責任・許可等
・人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針及び研究計画書に従い適正に実施されるように，必要な監督を行うことについての責任を負うこと。
・審査結果通知書を受領後，倫理審査委員会の意見を尊重しつつ，研究の実施の許可又は不許可その他研究に関して必要な措置を研究責任者に通知すること。
・研究の継続に影響を与えると考えられる事実や，研究の実施の適正性若しくは研究結果の信頼を損なう若しくはそのおそれのある事実を知り，又は情報を得た場合には，必要に応じて速やかに，研究の停止，原因の究明等適切な対応を取ること。

	□2）個人情報の取扱い
・人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針の規定のほか，必要に応じ
て，個人情報の保護に関して適用を受ける法令（個人情報の保護に関する法律），行
政機関の保有する個人情報の保護に関する法律，独立行政法人等の保有する個人情報　
の保護に関する法律及び地方公共団体において制定される条例等を遵守すること。

	□3）試料・情報の適切な管理
・人体から取得された試料及び情報等の漏洩，盗難又は紛失等が起こらないよう必要な監督を行うこと。
・人体から取得された試料及び情報等を廃棄する場合には，特定の個人を識別することができないようにするための適切な措置が講じられるよう監督を行うこと。

	□4）安全性管理・有害事象への対応
・保有する個人情報等の漏洩，滅失又はき損の防止その他安全管理を行うこと。
　・侵襲を伴う研究を実施しようとする場合には，あらかじめ重篤な有害事象が発生した際に研究者等が実施すべき事項について徹底し，適正かつ円滑に対応が行われるようにすること。


確認欄全てにチェックが入りませんと、審査を受託できません


